
 

 

【理科】教科提案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理科の目標及び育みたい探究力と省察性 
 

理科の目標 
自然の事物・現象についての理解を図り，観察，実験などに関する基本的な技能を

身に付け，見通しをもって観察，実験を行うことで，問題解決の力や自然を愛する

心情や主体的に問題解決しようとする態度を養う。 

育みたい探究力 
自然の事物・現象に親しむ中で問題を見出し，問題解決のための方法を考え，
観察や実験を行い，結果を整理分析し，仲間と共に関わり合いながらより妥当
な考えを創造する資質・能力。 

育みたい省察性 
自ら見出した問題について見通しをもって活動したり，観察や実験の方法や結
果の妥当性を検証したりすることで問題解決の質を高める資質・能力。 

 
理科における探究的な学びのイメージ 

 
【問題発見の場】     【見通す】       【情報収集】  【問題解決・新たな問題発見】 

 
 
 
 
 
 

 

 
探究力と省察性を育む指導 

 
 理科において，問題を発見し，見通しをもって問題を解決していく「探究力」と自らの探究を調整・修

正しながら進めるための「省察性」を育むためには，前提・矛盾・再構成が見られる単元構成と比較す
る力の育成を重視した指導の２つが特に重要である。 
まず，前提・矛盾・再構成が見られる単元構成とは，以下である。  

① 子どもたちの素朴概念（既有経験）を顕在化させ，前提をもたせる。  

② 前提が矛盾するような現象に出合わせて，問題を発見させる。  

③ 学びを進めていく中で新たな概念を再構成させる。  

以上のようなプロセスを踏ませることで，理科における探究的な学びの実現に近づかせる。  

次に，比較する力を育成するために，３つの比較（対象同士の比較，他者との比較，これまでの知

識や経験との比較）を行う場面を意識的に取り入れる。そうすることで問題意識をもたせたり，自己

の学びを顧みさせたりすることにつながり，探究への意欲が高まったり，探究を修正することができ

るようになったりする。また，比較する力を育成することで，他の理科の考え方（関連付ける，条件

制御する，多面的に考える）を育むことにつながる。  

 

研究の評価 
 
研究内容で取り組んだ授業実践の中での子どもの言葉をもとに，研究の成果と課題を明らかにして

いく。その際に授業での子どもの言葉やノートの記述などの子どもの表現物を用いて研究の質的評価
を行う。また，単元ごとや学期ごとにアンケート調査を行い，アンケート結果による量的評価も行う。 

未来に生きて働く探究力と省察性の育成 

理科の本質 
理科は自然の仕組みや自然の中に隠れている原理や法則性などを，科学の方法を用いて自分で見

付けていく教科だということを観察や実験を通して気付かせるとともに，問題解決を探究する力を

育成する教科である。解決しなければならない問題に遭遇したとき，客観的なデータに裏付けされ

た知識や技能を駆使して，真理にせまろうとする力は，急速に変化する世の中に生きる子どもにと

って必要な資質・能力といえる。このような資質・能力を育成するためには，理科の見方・考え方

を働かせて，自然にかかわり，問題を見出し，見通しをもって観察，実験を行い，より妥当な考え

を導き出す過程を通して，自然の事物・現象についての問題を科学的に解決することを重視した指

導が必要である。  

問題発見  

自然の事物・

現象と出合う。 

予想と実験観察方法  

問題解決に向けて，予

想を立て，問題解決の

方法を見出す。 

 

観察，実験  

問題解決に向け

て，情報を収集

する。 

考察・結論・問題発見  

集めた情報をもとに，問題

解決をめざす。さらに，新た

な問題を発見する。 


